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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    
 1976 年 10 月１日，市内で最も環境の変化が著しい
地区の一つである新百合ヶ丘駅周辺地区において，
463,979 ㎡を対象に新百合ヶ丘駅周辺特定土地区画整
理事業計画が決定された。その後，1987 年 9 月 29 日
には駅周辺地 20.7ha を対象とする都市計画が決定さ
れ，土地造成をはじめとする開発が始まった。 
 これらの開発に伴って環境騒音｛等価騒音レベル（以
下，本報告では環境騒音（LAeq）という。）｝がどのよ
うに変化したかについては，すでに川崎市公害研究所
年報１）,２）,３），4）で報告してきたが，本調査では環境騒
音の測定を開始した 1986 年 10 月から 2000 年 10 月ま
での 14 年間の調査結果のまとめを行った。 
２２２２    調査場所の概要調査場所の概要調査場所の概要調査場所の概要    
 図 1－１に測定場所を，図１－２，１－３に測定場
所である麻生区役所周辺の開発前後の状況を示す。    
 麻生区役所のある新百合ヶ丘駅周辺地区は市の北西
部に位置し，都市機能拠点として位置付けられている。 
 この地区は，小田急線がほぼ北東から南西方向に走

り，新百合ヶ丘駅からは黒川方面に小田急多摩線が延
びている。また，新百合ヶ丘駅は小田急多摩線沿線に
展開する先端技術産業の集積地であるマイコンシテｲ
の玄関口ともなっている。 
 測定場所である麻生区役所は，小田急線と主要地方
道世田谷町田線に挟まれ，新百合ヶ丘駅前を通る歩道
付き２車線の 12ｍ道路に面しており，用途地域は商業
である。 
 中心部の商業・業務地区においては，1997 年度（平
成 9年度）には商業施設（銀行，デパート等）などが
概ね完成し，新都心としての街並みが形成されている。
また，新百合ヶ丘駅周辺商店街の通行量調査では，新
百合ヶ丘商店街約５千人，マプレ専門店街約１万人，
新百合ヶ丘駅東口約１万５千人（いずれも平日の８時
間調査）５）と，市内でも屈指の賑わいをみせている。 

 
    
    
    
    
    
    
    
    
    
    

    
    
    

図図図図1111－－－－1111    測定場所測定場所測定場所測定場所    
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図図図図1111－２－２－２－２    開発前（開発前（開発前（開発前（1986198619861986年）の状況年）の状況年）の状況年）の状況                                    図図図図1111----３３３３    開発後（開発後（開発後（開発後（1997199719971997年）の状況年）の状況年）の状況年）の状況    

３３３３    調査方法調査方法調査方法調査方法    
3.1 3.1 3.1 3.1 調査期間調査期間調査期間調査期間    
    1986年10月から2000年10月 
3.2 3.2 3.2 3.2 測定場所測定場所測定場所測定場所    
 麻生区役所（万福寺1-5-1）屋上 
3.3 3.3 3.3 3.3 測定機器測定機器測定機器測定機器    
 デジタル騒音計(ﾘｵﾝ製NA-32)  
3.43.43.43.4    測定方法測定方法測定方法測定方法  
 デジタル騒音計を麻生区役所屋上に設置し，騒音レベ
ルを１秒ごとに500個取った瞬時値を統計処理した値で，
動特性はFASTである。 
 昼間，夜間の時間区分については1998年９月30日に
告示された「騒音に係る環境基準」で，「昼間を午前６時
から午後10時までの間とし，夜間を午後10時から翌日
の午前６時までの間」としたことから本報告では昼間を
6時から22時，夜間を22時から６時までとした。 
４４４４    調査結果調査結果調査結果調査結果    
    環境騒音について，時間による変動，曜日による変動，
正月休み・夏休みなどの連休による変動，5日，10日，
15日，20日，25日，30日，上旬，中旬，下旬の特定期
間における変動について調べた。 
 
 

 
4.14.14.14.1    時間による変動時間による変動時間による変動時間による変動    
 図２に，1986年10月から2000年10月までの時間に
よる環境騒音（計算は，パワー平均値で求めた。）の変動
を示す。 
 昼間と夜間の環境騒音は，53dB～64dBの範囲で推移し
ていた。53dB～64dBは，荘６）によれば「都市ホテルのロ
ビー」（平均53dB）や「親しみやすい個人商店」（平均
64dB）での暴露量に相当する。 
 昼間の最低は６時の59dB， 最高は８時～11時，14時，
16時の64dBであった。 
 夜間の最低は３時，４時の53dB，最高は22時，23時
の60dBであった。 昼間の最高と最低の差は５dB，夜間
は７dBであった。 
 夜間の最高と最低の差７dBは，「デパート」（平均
60dB），「都市ホテルのテナント」（平均53dB）の暴露量
の差に相当する。    
4.24.24.24.2    曜日による変動曜日による変動曜日による変動曜日による変動    
    図３に，曜日（月～日）による変動を示す。 
 曜日別の環境騒音は，時間により多少の差がみられた。
各曜日と当該曜日以外の平均値の分散の検定（F検定，
危険率５％）を行った。 
    

図２図２図２図２    時間による変動時間による変動時間による変動時間による変動    
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図３図３図３図３    曜日による変動曜日による変動曜日による変動曜日による変動 
 
また，分散で有意な差が認められないとき，すなわち
分散が等しいときには平均値の差の検定（t 検定，危
険率５％）を行った。表1に検定結果を示す。 

表表表表1111    検定結果（曜日別）検定結果（曜日別）検定結果（曜日別）検定結果（曜日別）    

    
(1)(1)(1)(1)    月曜日から木曜日と当月曜日から木曜日と当月曜日から木曜日と当月曜日から木曜日と当該曜日以外該曜日以外該曜日以外該曜日以外    
 月曜日から木曜日の各曜日と当該曜日以外の昼間，
夜間における平均値の分散は有意な差が認められなか
った。また，昼間，夜間における平均値の差は有意な
差が認められなかった。 
(2)(2)(2)(2)    金曜日と金曜日以外金曜日と金曜日以外金曜日と金曜日以外金曜日と金曜日以外    
    金曜日と金曜日以外の昼間における平均値の分散は
有意な差が認められた。夜間における平均値の分散は
有意な差が認められなかった。また，夜間における平
均値の差は有意な差が認められなかった。    
(3)(3)(3)(3)    土曜日と土曜日以外土曜日と土曜日以外土曜日と土曜日以外土曜日と土曜日以外    
 土曜日と土曜日以外の昼間における平均値の分散は
有意な差が認められなかった。また，昼間における平
均値の差は有意な差が認められなかった。夜間におけ
る平均値の分散は有意な差が認められた。    
((((４４４４))))    日曜日と日曜日以外日曜日と日曜日以外日曜日と日曜日以外日曜日と日曜日以外    
 日曜日と日曜日以外の昼間における平均値の分散は
有意な差が認められなかった。また，昼間における平
均値の差は有意な差が認められなかった。夜間におけ
る平均値の分散は有意な差が認められた。 

4.34.34.34.3    休みの期間による変動休みの期間による変動休みの期間による変動休みの期間による変動    
 正月休み（1/1～1/３），５月の連休（５/３～５/５），
夏休み（８/12～８/16）を休みの期間とし，休みの期
間と当該休みの期間に属する月のその他の日との昼間，
夜間における平均値の分散及び平均値の差に有意な差
が認められるかどうかについて検定を行った。 
図４に，休みの期間における環境騒音の変動を示す。 
 時間別の環境騒音は，各休みの期間における平均値
から求めた。 
 正月休みの６時～９時及び11時～18時の時間帯は，
５月の連休，夏休みの同じ時間帯に比べて低かった。 
 夏休みの14時～17時は，正月休み，5月の連休の同
じ時間に比べて高かった。 
    次に，各休みの期間と休みの期間以外で昼間，夜間
における平均値の分散及び平均値の差に有意な差が認
められるかどうかについて検定を行った。表2に検定
結果を示す。 

表２表２表２表２    検定結果（休みの期間別）検定結果（休みの期間別）検定結果（休みの期間別）検定結果（休みの期間別）    

(1)(1)(1)(1)    正月休みと正月休み以外正月休みと正月休み以外正月休みと正月休み以外正月休みと正月休み以外    
 図５に正月休みと，正月休みを除いた１月の環境騒
音を示す。 
 0時，１時，４時，10時，12時，19時を除き正月休
みが正月休み以外より低かった。正月休みと正月休み
以外の昼間，夜間における平均値の分散は有意な差が
認められなかった。また，昼間，夜間における平均値
の差は有意な差が認められなかった。 
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夜 間 × ×

○ 有 意 差 あ り

× 有 意 差 な し

F 検 定 ｔ検 定
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夜 間 ○

○ 有 意 差 あ り

× 有 意 差 な し
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図４図４図４図４    休みの期間による変動休みの期間による変動休みの期間による変動休みの期間による変動    

図５図５図５図５    正月休みと正月休み以外正月休みと正月休み以外正月休みと正月休み以外正月休みと正月休み以外 
(2)(2)(2)(2)    ５月連休と５月連休以外５月連休と５月連休以外５月連休と５月連休以外５月連休と５月連休以外   
 図６に，５月連休と５月連休を除いた５月の環境騒
音を示す。 
 昼間は，８時を除き５月連休が５月連休以外より低
かった。夜間は，1時を除き５月連休が５月連休以外
より低かった。 
 ５月連休と５月連休以外の昼間，夜間における平均
値の分散は有意な差が認められなかった。また，昼間，
夜間における平均値の差は有意な差が認められなかっ
た。    

図６図６図６図６    ５月連休と５月連休以外５月連休と５月連休以外５月連休と５月連休以外５月連休と５月連休以外    
    

(3)(3)(3)(3)    夏休みと夏休み以外夏休みと夏休み以外夏休みと夏休み以外夏休みと夏休み以外    
図7に，夏休みと夏休みを除いた８月の環境騒音を
示す。    
    昼間は，夏休みが14 時，16 時を除き夏休み以外よ
り低かった。 
 夏休みと夏休み以外の昼間における平均値の分散は
有意な差が認められた。これは，夏休みの 14 時，16
時で夏休み以外の同時刻より２dB,4dB 高かったこと，
６時が７dB低かったことが原因と思われた。 
 夜間における平均値の分散は有意な差が認められな
かった。また，平均値の差は有意な差が認められなか
った。 

図図図図7777    夏休みと夏休み以外夏休みと夏休み以外夏休みと夏休み以外夏休みと夏休み以外    
4.44.44.44.4    特定期間による変動特定期間による変動特定期間による変動特定期間による変動    
    5日，10日，15日，20日，25日，30日の5日の倍
数日，上旬，中旬，下旬を特定期間とした。 
 図８に，特定期間による変動を示す。特定期間と特
定期間以外の昼間，夜間における平均値の分散に有意
な差が認められるかどうか検定を行った。分散に有意
な差が認められないとき，平均値の差の検定を行った。 
 表３に検定結果を示す。 
 
 
 

50

52

54

56

58

60

62

64

66

68

70

正月休み 56 58 59 60 62 61 61 60 60 61 60 61 60 61 60 59 58 58 57 57 51 51 52 52

正月休み以外 57 61 63 63 62 62 61 61 62 62 63 62 62 61 61 61 61 59 57 57 54 53 52 53

6
時

7
時

8
時

9
時

10
時

11
時

12
時

13
時

14
時

15
時

16
時

17
時

18
時

19
時

20
時

21
時

22
時

23
時

0
時

1
時

2
時

3
時

4
時

5
時

d B

50

52

54

56

58

60

62

64

66

68

70

夏休み 58 60 61 62 62 61 62 62 65 63 67 63 61 61 61 60 60 58 59 53 52 54 50 55

夏休み以外 65 63 62 63 63 63 62 63 63 63 63 63 62 65 61 61 60 60 59 56 54 53 55 60

6
時

7
時

8
時

9
時

10
時

11
時

12
時

13
時

14
時

15
時

16
時

17
時

18
時

19
時

20
時

21
時

22
時

23
時

0
時

1
時

2
時

3
時

4
時

5
時

d B

50

52

54

56

58

60

62

64

66

68

6時 7時 8時 9時 10時 11時 12時 13時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時 21時 22時 23時 0時 1時 2時 3時 4時 5時

時間

dB

正月休み(1/1～1/3)の平均 ５月連休(5/3～5/5)の平均 夏休み(8/12～8/16)の平均

50
52
54
56
58
60
62
64
66
68
70

５月連休 58 58 63 61 61 62 62 62 61 62 61 61 62 61 59 61 59 58 58 56 53 51 50 53

５月連休以外 59 61 62 64 63 63 62 62 62 62 62 62 62 61 61 61 60 59 58 54 54 53 53 55

6
時

7
時

8
時

9
時

10
時

11
時

12
時

13
時

14
時

15
時

16
時

17
時

18
時

19
時

20
時

21
時

22
時

23
時

0
時

1
時

2
時

3
時

4
時

5
時

d B



川崎市公害研究所年報 第 28 号 2001 

 -６０- 

 

図８図８図８図８    特定期間による変動特定期間による変動特定期間による変動特定期間による変動
表表表表3333    検定結果（特定期間別）検定結果（特定期間別）検定結果（特定期間別）検定結果（特定期間別）    

    

    
(1)(1)(1)(1)５日，５日，５日，５日，10101010 日，日，日，日，15151515 日，日，日，日，20202020 日，日，日，日，25252525 日，日，日，日，30303030 日と５日，日と５日，日と５日，日と５日，
10101010日，日，日，日，15151515日，日，日，日，20202020日，日，日，日，25252525日，日，日，日，30303030日以外日以外日以外日以外    
 昼間，夜間における平均値の分散は有意な差が認め
られなかった。また，昼間，夜間における平均値の差
は有意な差が認められなかった。 
(2)(2)(2)(2)    上旬と上旬以外上旬と上旬以外上旬と上旬以外上旬と上旬以外    
    月の1日から10日を上旬とした。上旬と上旬以外の
昼間，夜間における平均値の分散は有意な差が認めら
れなかった。また，昼間，夜間における平均値の差は
有意な差が認められなかった。    
(3)(3)(3)(3)    中旬と中旬以外中旬と中旬以外中旬と中旬以外中旬と中旬以外    
    月の11日から20日を中旬とした。中旬と中旬以外
の昼間，夜間における平均値の分散は有意な差が認め
られなかった。また，昼間，夜間における平均値の差
は有意な差が認められなかった。 
(4)(4)(4)(4)    下旬と下旬以外下旬と下旬以外下旬と下旬以外下旬と下旬以外    
    21 日から 31 日を下旬とした。下旬と下旬以外の昼
間における平均値の分散は有意な差が認められなかっ
た。また，平均値の差は有意な差が認められなかった。 
夜間における平均値の分散は有意な差が認められた。 
    
    

    
4.54.54.54.5    月平均値超過時間数と度数分布月平均値超過時間数と度数分布月平均値超過時間数と度数分布月平均値超過時間数と度数分布    
    年別の環境騒音の違いを見るため図９～図12に，昼
間，夜間の環境騒音が各月の平均値を超過した延時間
（以下，月平均値超過時間数という。）と 1988～1989
年，1994～1995年，1997～1998年における月平均値の
度数分布を示した。 
(1)(1)(1)(1)    昼間における月平均値超過時間と度数分布昼間における月平均値超過時間と度数分布昼間における月平均値超過時間と度数分布昼間における月平均値超過時間と度数分布 
 図９に昼間における月平均値超過時間数を示す。 
月平均値超過時間数は，1988年が最も多く，1995年が

最も少なかった。1988年が多かった原因は，新百合ヶ
丘駅周辺の建設工事による影響と思われた。 

図９図９図９図９    昼間における月平均値超過時間数昼間における月平均値超過時間数昼間における月平均値超過時間数昼間における月平均値超過時間数    
 図10に1988年～1989年，1994年～1995年，1997
年～1998年における昼間の1時間ごとの月平均値の度
数分布を示す。 
 1988～1989 年，1997～1998 年，1994～1995 年の分
散はそれぞれ6.6,2.7,2.4であった。 
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図図図図10101010    昼間の度数分布昼間の度数分布昼間の度数分布昼間の度数分布    
（２）夜間における月平均値超過時間数と度数分布（２）夜間における月平均値超過時間数と度数分布（２）夜間における月平均値超過時間数と度数分布（２）夜間における月平均値超過時間数と度数分布    
 図11に，夜間における月平均値超過時間数を示す。
月平均値超過時間数は，1998年が最も多く，1995年が
最も少なかった。 

図図図図11111111    夜間における月平均値超過時間数夜間における月平均値超過時間数夜間における月平均値超過時間数夜間における月平均値超過時間数    
 図12に1988年～1989年，1994年～1995年，1997
年～1998年の夜間の1時間ごとの月平均値の度数分布
を示す。1988年～1989年，1994年～1995年，1997年
～1998年の分散はそれぞれ19.4,15.0,16.0であった。 

図図図図12121212    夜間の度数分布夜間の度数分布夜間の度数分布夜間の度数分布    
    

4.64.64.64.6    度数分布度数分布度数分布度数分布    
    金曜日と金曜日以外の昼間，土曜日・日曜日と当該
曜日以外の夜間，夏休みと夏休み以外の昼間，下旬と
下旬以外の夜間について，度数分布を調べた。 
(1)(1)(1)(1)    金曜日金曜日金曜日金曜日と金曜日以外の昼間の度数分布と金曜日以外の昼間の度数分布と金曜日以外の昼間の度数分布と金曜日以外の昼間の度数分布    
    図13に，金曜日と金曜日以外の昼間の度数分布を示
す。 
 金曜日の昼間の分散は1.7，金曜日以外の分散は2.1
であった。 

図図図図13131313    金曜日と金曜日以外の昼間の度数分布金曜日と金曜日以外の昼間の度数分布金曜日と金曜日以外の昼間の度数分布金曜日と金曜日以外の昼間の度数分布 
(2)(2)(2)(2)    土曜日と土曜日以外の夜間の度数分布土曜日と土曜日以外の夜間の度数分布土曜日と土曜日以外の夜間の度数分布土曜日と土曜日以外の夜間の度数分布    
 図14に，土曜日と土曜日以外の夜間の度数分布を示
す。 
 土曜日の夜間の分散 6.4, 土曜日以外の夜間の分散
は8.5であった。 

図図図図14141414    土曜日と土曜日以外の夜間の度数分布土曜日と土曜日以外の夜間の度数分布土曜日と土曜日以外の夜間の度数分布土曜日と土曜日以外の夜間の度数分布    
(3)(3)(3)(3)    日曜日と日曜日以外の夜間の度数分布日曜日と日曜日以外の夜間の度数分布日曜日と日曜日以外の夜間の度数分布日曜日と日曜日以外の夜間の度数分布    
 図15に，日曜日と日曜日以外の夜間の度数分布を示
す。 
 日曜日の夜間の分散は 7.3, 日曜日以外の夜間の分
散は8.5であった。 
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図図図図15151515    日曜日と日曜日以外の夜間の度数分布日曜日と日曜日以外の夜間の度数分布日曜日と日曜日以外の夜間の度数分布日曜日と日曜日以外の夜間の度数分布    
(4)(4)(4)(4)    夏休みと夏休み以外の昼間の度数分布夏休みと夏休み以外の昼間の度数分布夏休みと夏休み以外の昼間の度数分布夏休みと夏休み以外の昼間の度数分布 
 図16に，夏休みと夏休み以外の昼間の度数分布を示
す。 
 夏休みの昼間の分散は 4.3，夏休み以外の昼間の分
散は1.2であった。 

図図図図16161616    夏休みと夏休み以外の昼間の度数分布夏休みと夏休み以外の昼間の度数分布夏休みと夏休み以外の昼間の度数分布夏休みと夏休み以外の昼間の度数分布    
(5)(5)(5)(5)    下旬と下旬以外の夜間の度数分布下旬と下旬以外の夜間の度数分布下旬と下旬以外の夜間の度数分布下旬と下旬以外の夜間の度数分布    
 図17に，下旬と下旬以外の夜間の度数分布を示す。 
    下旬の夜間の分散は20.3，下旬以外の夜間の分散は
18.2であった。 

図図図図17171717    下旬下旬下旬下旬と下旬以外の夜間の度数分布と下旬以外の夜間の度数分布と下旬以外の夜間の度数分布と下旬以外の夜間の度数分布 
    
    

５５５５    まとめまとめまとめまとめ    
 1986年10月から2000年10月までの14年間の麻生
区役所屋上での環境騒音の時間による変動，曜日によ
る変動，正月休み・夏休みなどの連休による変動，5
日，10日，15日，20日，25日，30日，上旬，中旬，
下旬の特定期間における変動について以下のような結
果が得られた。    
(1) 時間による変動については， 昼間の最低は59dB，
最高は64dB であった。夜間の最低は53dB，最高
は60dBであった。 

(2) 曜日による変動については，昼間は，金曜日を除
き平均値の分散，平均値の差は有意な差が認めら
れなかった。夜間は，土曜日, 日曜日を除き平均
値の分散，平均値の差は有意な差が認められなか
った。 

(3) 休みの期間による変動については，昼間は，夏休
みを除き平均値の分散，平均値の差は有意な差が
認められなかった。夜間は，いずれの休みの期間
も平均値の分散，平均値の差は有意な差が認めら
れなかった。 

(4) 特定期間による変動については，昼間は，いずれ
の特定期間も平均値の分散，平均値の差は有意な
差が認められなかった。夜間は，下旬を除き平均
値の分散，平均値の差は有意な差が認められなか
った。 

(5) 月平均値超過時間数については，昼間の月平均値
超過時間数は 1988 年が最も多く，1995 年が最も
少なかった。 
 夜間の月平均値超過時間数は，1998年が最も多
く，1995年が最も少なかった。 
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